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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、2021 年９月 28 日に公表いたしました 2022 年６月期の通期業績予想を下記のと

おり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１．2022 年６月期の通期個別業績予想数値の修正（2021 年７月１日～2022 年６月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

2,360 

百万円 

250 

百万円 

225 

百万円 

152 

円 銭 

67.03 

今回修正予想（Ｂ） 1,639 11 △20 △30 △13.59 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △720 △238 △246 △183  

増 減 率（ ％ ） △30.5 △95.3 ― ―  

（参考）前期実績 

（2021 年６月期） 
2,078 199 191 126 61.39 

 

２．修正の理由 

情報システム開発売上高のシステム受託について、既存ユーザーで大型開発案件のシステム投資

時期の見直しにより延期となったことに伴い、期初予想と比較し 55 百万円減少する見込みとなり

ました。 

また、情報システム開発売上高の機器販売について、半導体不足の影響により決済端末の納期が

大幅に遅延し不透明な状況となったこと、及び決済システムと決済端末をセットで導入する見込み

であった案件のうち、その一部がユーザーのシステム投資時期の見直しにより延期となったことに

伴い、期初予想と比較し 511 百万円減少する見込みとなりました。 

アウトソーシングサービス売上高は、情報システム開発案件の納品後に売上計上となりますが、

情報システム開発の案件が延期となったことに伴い、期初予想と比較し 154 百万円減少する見込み

となりました。これらの要因により、売上高におきましては期初予想を下回る見込みとなりまし

た。以上のことから、売上高及び営業利益いずれも期初予想から減少となる見込みとなりました。 



※上記予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能

性があります。 

以 上 


